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点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点
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利用者の知識・
能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及
び能力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を
記載した報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法
により公表している。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公
庁等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果
をインターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計
画の提出を求められているが、指定された期日までに提出して
いる。

○　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動
収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

○
　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額以上

　

-10

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している ○

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収
支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

55

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

住　所 大阪市阿倍野区松崎町4-5-31 アベクマビル4F 管理者名 飯塚　享平

電話番号 06-6623-7619 対象年度 令和7年度

様式２－１

2026

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 ウイズリーフ 事業所番号 2712301825



前年度（2025年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　4月～　3月）

前々々年度（2023年度）

円 円 円

前々年度（2024年度）

円 円 円
前年度　（2025年度）

円 円 円

前年度（2025年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律
に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を
定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を
を定めている 定めている

前年度（2025年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 ※先進的事業者名
　  実施日 月 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※研修名 虐待防止研修 ※学会誌等名 ※他の事業所名 アトリア
  研修講師 飯塚　享平（社会福祉士）  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 10 月 15 日 1 人

  実施日・受講者数 12 月 8 日 3 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 台湾生活用品及びパテント商品商談会 人事評価制度の制定日 年 月 日 　を受講している
 主催者名　経済部国際貿易署、台湾貿易センター 人事評価制度の対象職員数 名 ※配置期間　4月1日～3月31日
 日時 8 月 27 日 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間 9:00～18:00
 内容 販路拡大を目的とした、生活用品等 当該人事評価制度の周知方法  職務内容 職業指導員

を扱う台湾企業との商談会

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント
　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　
 第三者評価機関  規格等の内容

（Ⅵ）　経営改善計画

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、
　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 R8 年 6 月 19 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

2025年

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

▲ 54,263,260

生産活動収入から経
費を除いた額

135,115
利用者に支払った賃
金総額

46,208,954 収支 ▲ 46,073,839

生産活動収入から経
費を除いた額

758,904
利用者に支払った賃
金総額

55,022,164 収支

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経
費を除いた額

6,977,768
利用者に支払った賃
金総額

34,423,206 収支 ▲ 27,445,438

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全て
の利用者における延べ労働時
間

43,906
雇用契約を締結していた
延べ利用者数

9,681
利用者の１日の
平均労働時間数

4.5



### 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所 施設外就労先（中央区内淡路町）
・実施日程 2025年4月1日～2026年3月31日
・実施した生産活動

・ヘルメット部品の作成作業

＜目的＞
・地域連携活動のねらい 地域福祉活動の活性化
・地域にとってのメリット 福祉事業に対しての理解
・対象者にとってのメリット 地域活動を通じて企業との

コミュニケーションを図り一般就労に繋げていく。

＜成果＞
・実施した結果 幅広い作業を経験することで、利用者の

能力向上を図ることができた。
・得られた成果 他企業とのかかわりを持つことにより、

就労への意識ややりがいが向上した。
・課題点 企業とのかかわりをより活かして

いかに就労の幅を広げるが課題である。

★連携した結果に対する意見または評価
これまでのヘルメット内側部品の紐付けに加えて、今年からはヘルメット用の反射板シールの加工をお任せしています。
カッターを使用してカットしたり、気泡やホコリが入らないよう透明フィルムを貼ったりと作業の難度は高めですが、
根気強く丁寧に作業をしていただき、問題なく安定して作業をしていただけています。
★今後の連携強化に向けた課題
昨年課題として挙げた作業難度が高度な作業についても成果がしっかり上がっており、今後も期待しています。
この調子でいろんな作業をしていただければと思いますので、今後もよろしくお願いいたします。

連携先企業名 合同会社　エブリシングナイス 担当者名 山村　靖

電話番号 06-6623-7619 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

住　所 大阪市阿倍野区松崎町4-5-31 アベクマビル4F 管理者名 飯塚　享平

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ウイズリーフ 事業所番号 2712301825

様式１



### 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
・ 活動場所 外部就労先（エブリシングナイス）
・ 実施日程 2026年2月2日～2026年2月16日
・ 実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

丁寧な言葉遣いの励行を通じた就業能力・意識の向上
・ 利用者数　 10名程度

＜目的＞
・ 利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

丁寧な言葉遣いを身に着けることで就労準備性を高める
・ 利用者にとってのメリット

丁寧な言葉遣いで節度のあるコミュニケーションを実現
＜成果＞
・実施した結果
慣れて砕けすぎていた言葉遣いが節度ある言葉遣いに変化
・得られた成果
馴れ馴れしすぎる言い方が減ったことで対人トラブルが減少
・課題点
慣れてくるとまた元通りになりかねないので、継続して励行

皆が仲良く働ける環境は良いことですが、慣れすぎて職場のTPOに合わない砕けた言葉遣いも増えていたので、
再度就業に必要な節度をもった言葉遣いの大切さをみんなで共有することができて良かったと思います。

・今後に向けた課題

意識づけします。

一日の基本は
礼儀正しい
挨拶から。

・参加した利用者からの意見・評価
　
〇固くなりすぎるのも良くないが、職場での言葉遣いという基本に戻ることで空気にしまりが出たと思います。
　
〇仲良くなってくるとついお互いにフランクな言葉遣いになって、言い方が気に入らないという不満につながる
こともあったので、改めて親しき中にも礼儀ありでトラブルを生まないような言葉遣いをしていきたいと思いま
す。

連携先企業（担当者） エブリシングナイス　山村　靖

利用者からの意見・評価

連携先の企業や事業所等の意見または評価
・連携した結果に対する意見または評価

慣れは継続的に意識づけを続けることでしか克服できないので、今後も継続的な意識づけは必要だと思います。

住　所 大阪市阿倍野区松崎町4-5-31 アベクマビル4F 管理者名 飯塚　享平

電話番号 06-6623-7619 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

朝礼時に

皆で声をそろえて
丁寧にあいさつ。

丁寧な言葉遣いを

労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告
事業所名 ウイズリーフ 事業所番号 2712301825

様式２
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